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 あけましておめでとうございます。今年もクマタカ通信は揖斐川砂防出張所管内の工事状況や越美
山系砂防事務所が行っている事業、防災、広報活動などに関すること。また、地域や季節の話題な
どについてお届けします。どうぞよろしくお願いします。 
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クマタカ通信をメール配信します。配信希望の方は下記
宛に「配信希望」とメールを送信して下さい。 

また、クマタカ通信の感想やご意見もお待ちしています。   

新 春 号 

平成26年 新年のごあいさつ 

馬坂を行く郵便ボッカ 

 かつて郵便ボッカをされていた北村昭男さんは、昭和23年か
ら昭和43年まで、馬坂峠を越えて徳山・長嶺間を小包を背負っ
て運んでいました。朝は真っ暗なうちに起きて、4時半から遅く
ても5時半には家を出でて、越谷を登り、馬坂峠（馬坂隧道）を

越え、７時には長嶺に着きました。長嶺には郵便車が来て、こ
れに間に合わせなければならなかったからです。 

 積雪のとき、峠には2～3mの雪があり、普通で6kg、多いとき
には15kgの小包を担いで、かんじきをはいて歩きました。歩くと
いうよりも這って行く感じであったとのこと。 

 昭和43年に、揖斐（藤橋村）へ抜ける杉原道がよくなり、杉原

道は除雪も行われるので、除雪をしない馬坂道から杉原道へと
郵便のルートが変更された。それ以来、馬坂越えの郵便ボッカ
はなくなりました。 

出典：美濃の峠 平成11年3月 岐阜国道事務所 

※ ボッカ（歩荷）とは、運搬形態および運送形態の一種で、山岳のよう 
  な体力的もしくは地勢的の難所において人間が背中に荷物を背 
  負って徒歩で運搬すること。また、それを職業とする人のこと。 

※ 馬坂峠付近の県道藤橋根尾線は、現在冬期通行止め中です。      

徳山村と馬坂峠 

 かつては、根尾村から馬坂峠を越えておりていくと、そこに
徳山村がありました。この村は、ダムによって沈む村として、
神山監督の制作した映画「ふるさと」でも知られています。徳
山村は山々に囲まれた山間奥地の村で、冬季間は豪雪に阻
まれ、陸の孤島と化すことがありました。徳山村から出る道に
は、①冠峠を越えて越前に出る道、②馬坂峠を越えて美濃に
出る道、③ホハレ峠を越えて江州木ノ本に出る道ぐらいしかあ
りませんでした。 

 「ういは馬坂、つらいは冠、のりの遠いが田代谷」という徳山
の歌があり、この歌からわかるように、馬坂峠を越えていくの
はとても大変なことでした。特に冬季間は、豪雪に阻まれ、命
懸けであったようです。しかし、藤橋村と結ぶ杉原道ができる
までは、馬坂峠を越える道が冬季に外界とつなぐ唯一の道で
あり、冬季間の生活を確保するための道路として重要な役割
を果たしていました。 

 今年は午年です。午年にちなんで、この地域の話題として、
峠の名前に「馬」が付く、徳山村と根尾村を結んだ「馬坂峠（う
まさかとうげ）」について紹介します。 

馬坂峠の位置    

 旧徳山村（揖斐川町）と旧根尾村（本
巣市）を結ぶ県道270号藤橋根尾線に
ある峠です。峠の標高は630mで、現

在は馬坂隧道になっていますが、か
つては隧道に隣接したところに峠があ
りました。この峠は、馬坂隧道が完成
する昭和8年までは使われていました

が、隧道が完成してからは使われなく
なりました。 現在の馬坂隧道 

 新年あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。 

 昨年を振り返りますと、当事務所管内
は幸いにも大きな災害はありませんでし
たが、全国各地で水害・土砂災害が発
生し、県内でも大垣などで100mmを超

える時間雨量を記録する水害・土砂災
害に見舞われた他、10月には伊豆大島
の土砂災害に当事務所からもTEC- 

FORCE（緊急災害派遣隊）を派遣するなど、全国的には災

害の多い印象の一年でした。今年は災害の少ない一年であ
ってほしいと祈る気持ちです。 

 当事務所は、揖斐川町・本巣市及びその下流域における土
砂災害を軽減するため、職員一丸となって今後も着実に砂防
事業を実施して参りますので、変わらぬご支援・ご協力を賜り 

ますようよろしくお願い申し上げます。本年は、補正予算の執
行も予定されていることなどから工事箇所が多く、地域の皆
様には昨年に引き続きご不便をおかけしますが、多大なご迷
惑をおかけすることのないよう、施工業者と協力して安全な
施工に努めて参ります。 

  また、土砂災害は砂防施設だけでは完全に防ぐことができ

ません。日頃からの警戒避難に対する備えも重要です。当事
務所も1月の大規模土砂災害防災訓練を皮切りに、ソフト対

策についても万全な体制となるよう積極的に取り組んで参り
ます。地域の皆様におかれましても、今一度ハザードマップ
等で危険箇所や避難場所を確認いただくなど、年頭にあたっ
て、災害に対する自らの備えを忘れないように点検いただけ
ればと思います。 

越美山系砂防事務所長 岩男 忠明 
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